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（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 22,077 4.6 1,013 3.2 1,535 4.4 1,237 6.6

2024年３月期第３四半期 21,113 △0.9 982 △1.9 1,470 2.1 1,160 12.2

（注）包括利益 2025年３月期第３四半期 1,456百万円 （△3.6％） 2024年３月期第３四半期 1,510百万円 （23.8％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第３四半期 163.58 －

2024年３月期第３四半期 153.73 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 48,591 26,224 54.0

2024年３月期 47,534 25,197 53.0

（参考）自己資本 2025年３月期第３四半期 26,224百万円 2024年３月期 25,197百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 5.50 － 27.50 －

2025年３月期 － 30.00 －

2025年３月期（予想） 30.00 60.00

（注）１．直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

１．2025年３月期第３四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年12月31日）

（注）当社は、2023年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。2024年３月期第３四半

期の１株当たり四半期純利益は、当該株式併合の影響を考慮した金額を記載しております。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

２．当社は、2023年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。2024年３月期の配

当金については、第２四半期末が株式併合前、期末が株式併合後の実際の配当金の額を記載しております。



（％表示は、対前期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 29,000 4.0 1,200 6.2 1,800 △1.1 1,400 2.2 185.08

（注）１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無

③  会計上の見積りの変更                        ： 無

④  修正再表示                                  ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年３月期３Ｑ 7,864,990株 2024年３月期 7,864,990株

②  期末自己株式数 2025年３月期３Ｑ 299,257株 2024年３月期 303,331株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期３Ｑ 7,564,063株 2024年３月期３Ｑ 7,551,684株

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

※  注記事項

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（４）発行済株式数（普通株式）

（注）当社は、2023年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度の

期首に当該株式併合が行われたと仮定して、「期末発行済株式数（自己株式を含む）」、「期末自己株式数」及

び「期中平均株式数（四半期累計）」を算定しております。

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は、様々な要因により大きく異なる可能性があります。



１．経営成績等の概況 ……………………………………………………………………………………………………… P.2

（１）当四半期の経営成績の概況………………………………………………………………………………………… P.2

（２）当四半期の財政状態の概況………………………………………………………………………………………… P.2

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ……………………………………………………………… P.2

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 …………………………………………………………………………………… P.3

（１）四半期連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………… P.3

（２）四半期連結損益及び包括利益計算書 …………………………………………………………………………… P.4

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………………… P.5

（セグメント情報等の注記） …………………………………………………………………………………… P.5

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ……………………………………………………… P.6

（継続企業の前提に関する注記） ……………………………………………………………………………… P.6

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記） …………………………………………………… P.6

公認会計士又は監査法人による期中レビュー報告書

○添付資料の目次

- 1 -

東陽倉庫㈱（9306） 2025年３月期 第３四半期決算短信〔日本基準〕（連結）



１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

　当第３四半期連結累計期間における日本経済は、雇用環境の改善や堅調なインバウンド需要等により景気は持ち

直しの動きがみられました。しかしながら、原材料価格やエネルギー価格の高止まりや人件費の高騰等に伴う物価

の上昇に加え、米国新政権による通商政策の転換に対する懸念も高まり、景気の先行きは依然として不透明な状況

が続きました。

　このような事業環境の中、当社グループは、①運送体制と流通拠点の強化による３ＰＬ物流の推進、②海外拠点

の拡充を含めたグローバルな業務の強化、③不動産賃貸料等の安定収入の拡大を進めてまいりました。

　また、当社グループは、持続的成長と中長期的な企業価値の向上に努め、営業収益の拡大を図るとともに、収益

性及び経営効率の観点から、「売上高経常利益率５％」、「自己資本利益率５％」を目標値として設定しておりま

す。

　事業のセグメント別及び連結の業績は次のとおりであります。

＜物流事業＞

　荷役料、陸上運送料が増加したこと等により、営業収益は前年同四半期と比べ938百万円増加（4.5％）し、

21,566百万円となりました。セグメント利益は前年同四半期と比べ30百万円増加（2.5％）し、1,293百万円となり

ました。

＜不動産事業＞

　賃貸料、請負工事が増加したことにより、営業収益は前年同四半期と比べ25百万円増加（5.2％）し、511百万円

となりました。一方、セグメント利益は支払手数料、施設の維持管理費用が増加したこと等により、前年同四半期

と比べ２百万円減少（△1.0％）し、209百万円となりました。

＜連結＞

　上記の結果、営業収益は前年同四半期と比べ963百万円増加（4.6％）し、22,077百万円となりました。営業利益

は前年同四半期と比べ31百万円増加（3.2％）し、1,013百万円となりました。経常利益は持分法による投資利益が

増加したこと等により、前年同四半期と比べ64百万円増加（4.4％）し、1,535百万円となりました。親会社株主に

帰属する四半期純利益は固定資産売却益が増加したこと等により、前年同四半期と比べ76百万円増加（6.6％）

し、1,237百万円となりました。

（２）当四半期の財政状態の概況

　当第３四半期連結会計期間末の資産につきましては、現金及び預金が606百万円減少したものの、受取手形、営

業未収入金及び契約資産が699百万円、有形固定資産が909百万円それぞれ増加したこと等により、前連結会計年度

末と比べ1,056百万円増加（2.2％）し、48,591百万円となりました。

　負債につきましては、前連結会計年度末と比べ29百万円増加（0.1％）し、22,367百万円となりました。

　純資産につきましては、利益剰余金が800百万円、その他有価証券評価差額金が229百万円それぞれ増加したこと

等により、前連結会計年度末と比べ1,026百万円増加（4.1％）し、26,224百万円となりました。

　当社グループは、持続的成長へ向け、積極的な設備投資を実施する方針であります。同時に、有利子負債残高、

金利水準等に留意しながら安定的な財政状態を維持するよう努めてまいります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　業績予想につきましては、2024年10月28日の「2025年３月期第２四半期（中間期）及び通期連結業績予想並びに

配当予想の修正に関するお知らせ」で公表しました通期の連結業績予想に変更はありません。また、実際の業績

は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,556,974 5,950,749

受取手形、営業未収入金及び契約資産 5,512,195 6,211,796

リース債権及びリース投資資産 102,038 102,350

原材料及び貯蔵品 42,817 56,453

その他 860,409 567,099

貸倒引当金 △2,684 △2,980

流動資産合計 13,071,750 12,885,469

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 10,848,165 10,344,494

土地 10,134,624 10,134,613

その他（純額） 2,914,802 4,327,499

有形固定資産合計 23,897,591 24,806,607

無形固定資産 282,042 238,947

投資その他の資産

投資有価証券 8,058,201 8,528,225

リース債権及びリース投資資産 692,807 616,643

その他 1,535,183 1,517,469

貸倒引当金 △2,631 △1,714

投資その他の資産合計 10,283,561 10,660,623

固定資産合計 34,463,195 35,706,178

資産合計 47,534,946 48,591,647

負債の部

流動負債

支払手形及び営業未払金 1,817,447 1,988,807

短期借入金 4,393,900 4,124,550

未払法人税等 113,077 225,467

引当金 320,292 115,910

その他 1,137,241 1,528,773

流動負債合計 7,781,959 7,983,508

固定負債

長期借入金 11,230,600 10,968,200

引当金 28,500 28,500

退職給付に係る負債 1,168,867 1,127,404

資産除去債務 125,639 127,289

その他 2,001,947 2,132,591

固定負債合計 14,555,554 14,383,984

負債合計 22,337,514 22,367,493

純資産の部

株主資本

資本金 3,412,524 3,412,524

資本剰余金 2,214,253 2,215,472

利益剰余金 17,926,994 18,727,526

自己株式 △404,885 △399,279

株主資本合計 23,148,887 23,956,245

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,761,675 1,991,069

退職給付に係る調整累計額 286,868 276,839

その他の包括利益累計額合計 2,048,544 2,267,909

純資産合計 25,197,432 26,224,154

負債純資産合計 47,534,946 48,591,647

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年12月31日)

営業収益 21,113,728 22,077,594

営業原価 19,454,372 20,360,275

営業総利益 1,659,355 1,717,319

販売費及び一般管理費 677,281 704,225

営業利益 982,074 1,013,094

営業外収益

受取利息 91 1,230

受取配当金 156,259 164,425

持分法による投資利益 324,641 376,541

助成金収入 22,536 4,888

その他 28,144 28,916

営業外収益合計 531,673 576,002

営業外費用

支払利息 36,383 47,388

その他 7,195 6,582

営業外費用合計 43,578 53,970

経常利益 1,470,169 1,535,125

特別利益

固定資産売却益 15,623 176,405

投資有価証券売却益 51,114 －

特別利益合計 66,738 176,405

特別損失

損害賠償損失引当金繰入額 － 40,000

事業所移転費用 7,500 11,226

固定資産除売却損 9,189 2,534

特別損失合計 16,689 53,760

税金等調整前四半期純利益 1,520,217 1,657,770

法人税、住民税及び事業税 222,438 375,590

法人税等調整額 136,849 44,838

法人税等合計 359,288 420,428

四半期純利益 1,160,929 1,237,342

（内訳）

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,160,929 1,237,342

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 349,023 229,394

退職給付に係る調整額 518 △10,029

その他の包括利益合計 349,542 219,364

四半期包括利益 1,510,471 1,456,707

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,510,471 1,456,707

（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

物流事業 不動産事業 合計

営業収益

外部顧客への営業収益 20,628,431 485,297 21,113,728

セグメント間の内部営業収益又は振替高 － 378 378

計 20,628,431 485,675 21,114,106

セグメント利益 1,262,158 211,775 1,473,933

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 1,473,933

全社費用及び全社営業外損益（注） △3,764

四半期連結損益及び包括利益計算書の経常利益 1,470,169

（単位：千円）

物流事業 不動産事業 合計

営業収益

外部顧客への営業収益 21,566,878 510,716 22,077,594

セグメント間の内部営業収益又は振替高 － 378 378

計 21,566,878 511,094 22,077,972

セグメント利益 1,293,098 209,754 1,502,852

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 1,502,852

全社費用及び全社営業外損益（注） 32,272

四半期連結損益及び包括利益計算書の経常利益 1,535,125

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年12月31日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び

当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

（注）全社費用及び全社営業外損益は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び管理部門の営業外損

益であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2024年４月１日　至　2024年12月31日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び

当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

（注）全社費用及び全社営業外損益は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び管理部門の営業外損

益であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

前第３四半期連結累計期間
（自  2023年４月１日

至  2023年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  2024年４月１日

至  2024年12月31日）

減価償却費 1,031,032千円 1,099,039千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年２月７日

東陽倉庫株式会社

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

名古屋事務所

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 金 原 正 英

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 樋 口 幹 根

監査人の結論

　当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている東陽倉庫株式会社の2024年４月１日から2025年３月31

日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2024年10月１日から2024年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期

間（2024年４月１日から2024年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連

結損益及び包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所及び株式会社名

古屋証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項並びに我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財

務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）

に準拠して作成されていないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、ま

た、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判

断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、株式会社東京証券取引所及び株式会社名古屋証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項

並びに我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成

基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これ

には、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制

を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所及び株式会社名古屋証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４

条第１項並びに我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表

等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要が

ある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRL データ及び HTML データは期中レビューの対象には含まれていません。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手続

を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度

の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認めら

れると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所及び株式会

社名古屋証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項並びに我が国において一般に公正妥当と認められる四

半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されて

いる。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に

関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起

すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対

して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手

した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所及び株式会社名古屋証券取引所の四半期財務諸表

等の作成基準第４条第１項並びに我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていない

と信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人

は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の

結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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